
LOAEL：3.5 mg/kg体重/日 （腎細胞癌の発生）
＜慢性毒性・発がん毒性＞

マウス70週間慢性毒性
試験（雄、混餌）（#497）

LOAEL：0.05 mg/kg体重/日 （腎細胞癌の発生）
（ LOAEL：0.07 mg/kg体重 週5日間投与）

ラット2年間慢性毒性
試験（雌雄、混餌）（#318）

NOAEL：0.015 mg/kg体重/日
（NOAEL：0.021 mg/kg体重 週5日間投与）

OTAの主な毒性試験における最小毒性量等の比較
（最小毒性量等が低用量の試験を抜粋）

低用量 高用量

JECFA、EFSAでPTWIの設定根拠となった最小毒性量（0.008 mg/kg体重/日）
＜ブタ（雌） 90日間亜急性毒性試験（＃1014）＞

ブタ90日間亜急性
毒性試験（雌）（#1014, #95）

LOAEL：0.008 mg/kg体重/日 （腎近位尿細管の形態変化）

＜一般毒性＞

ラット90日間亜急性
毒性試験（雌雄）（#179）

LOAEL：0.015 mg/kg体重/日 （腎近位尿細管の形態変化）

＜生殖発生毒性＞

ラット妊娠6～15日
生殖発生毒性試験（#361, #362）

LOAEL： 0.25 mg/kg体重/日 （胎児数減少）

ウサギ妊娠6～18日
生殖発生毒性試験（#500）

LOAEL： 0.10 mg/kg体重/日 （胎児体重及び胎児数減少）

＜神経毒性＞

ラット4週間神経毒性試験
（雌）（#266）

LOAEL： 0.07 mg/kg体重/日 （脳内白質の空砲形成）

＜免疫毒性＞

ラット28日間免疫毒性
試験（雄）（#238）

LOAEL： 0.05 mg/kg体重/日 （抗体応答の抑制）

参考資料３

ラット15日間亜急性
毒性試験（雄）（#452）

LOAEL：0.000005 mg/kg体重/日 （酸化ストレス MDA及びPCS濃度増加）
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